
短大英文科の入試問題について

一 受験生の実情から見た問題点

大 西 光 興

1.は じめに

大学及び短期大学で入学試験を実施する目的は,受 験生が高校終了時

までに身につけるべき知識 ・技能を大学教育に耐え得るほど十分に養っ

てきているか否かを判定することであろう。英語に関して言えば,学 習

指導要領にもうたわれているように 「英語を理解 し,英 語で表現する能

力を養うとともに,言 語に対する関心を深め,英 語を母国語 とする人々

の生活やものの見方などについて理解を得させる」という目標が各受験

生においてどれほど達成されているかを測定 し,そ の数値によって大学

教育を受ける適性の有無を判定することであろう。

入学直後から集中的に英語を学習させ,2年 間で 「役立つ」水準まで

英語力を引 き上げることを社会から要請されていると考えられる短大英

文科の入学試験においては,特 に英語の運用面での基礎力が十分身につ

いている生徒を選抜 して,英 語指導の成果を一層高めたいという願いが

強 くこめられている。しかるに,短 大英文科の入試問題の中に相当多 く,

現在の高校での英語教育の実隋をふまえて英語そのものの(読 む,書 く,

聞く,話 す)運 用力を正当に判定しているか どうか疑問に思わざるをえ

ない問題を含んでいるのは大変残念なことである。以下に実例を示 しな

がら問題点を指摘してみよう。検討対象は以下の短大英文科が1988年2

月に実施 した入試問題である。

A上 智短大,B大 妻女子大短大部,C学 習院女子短大部,D駒 沢短大,

E神 奈川県立外語短大,F名 古屋短大,G南 山短大,H同 志社女子短大

部,1大 阪女学院短大,J関 西外語短大 以上10校 。
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皿.問 題 点

1.高 校 で の英 語教 育 の実 情 へ の認 識 不足 。

私立 の い わゆ る進学 校 を 除 い て,全 国 の高 校 で は カ リキ ュ ラム編 成 に

当 た り,学 習 指 導 要領 の示 す とこ ろ に従 い,英 語14単 位,英 語H5単

位,英 語HA,HB,IC各3単 位(2科 目選 択)合 計15単 位 と して い

る場 合 が多 い 。 す な わ ち各 学 年 平 均 週 当 た り5時 間 しか 英 語 を学 習 して

い な い とい う こ とで あ る。 また 国,公 立 中学 で は週3時 間 しか 英語 を教

わ らな か っ たの で あ る 。 こ の よう に全 国 の大 部 分 の 高 校 卒 業 生 は制 度上

の 制約 を受 けて 英 語学 習 の機 会 に十 分 恵 まれ てい た と は言 え なか っ た の

で あ る。 さ ら に多様 な 資質 の生 徒 が 四 十数 名 詰 め こ まれ て い る教 室 で,

検 定教 科 書 を用 い て画 一 的 に行 わ ざ る を得 なか った 英 語 指 導 が 到達 で き

る レベ ル は,短 大 の英 語 教 師が 卒 業 した こ ろの 高 校 の レベ ル とは大 きな

開 きが 生 じて い る ので あ る。 したが って,あ ま り高 度 の 英 語 を入 試 問題

に 出題 す る な らば一 部 の有 名 私 立 進学 高 校 出身 者 や 塾 通 い を続 け る こ と

の で きた裕福 な家 庭 の子 女 にの み 有利 とな り,教 育 の機 会均 等 の根 本 精

神 に悖 る こ と とな る。 以 下 に二 般 の高 校 卒 業 生 に と って 無 理 と思 わ れ る

出題 例 を問 題 点別 に挙 げ る。

(1)語 彙 が難 しす ぎ る。

A.avert,beseech,fallibility,jumble,maladroit,neurone,winceな ど

E.authoritative,coherent,revelation,revengeful,semester,sovereignな

ど

G.apologetic,cactus,fleetingness,implication,mortalityな ど

1.amplitude,billow,frenzied,fussy,herald,ingenuous,lizard,

maximな ど

検 定教 科 書 中心 に英 語 を学 習 して きた一般 の高 校 卒 業 生 に とって はせ

い ぜ い2500語 くらい しか語 彙 力 が ない 。 と ころ が上 記 の語 はす べ て 使用

頻 度 か ら言 って 上 位 の7000語 の範 囲(「 英和 中 辞 典 」 で 重 要 語 と して い
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るもの)に 含 まれていず,受 験生にとっては全 く歯が立たない。せめて

注をつけるか,易 しい語を用いて書 き換えるような配慮が必要と思われ

る。

(2)問 題量が多すぎる。

入試によって英語力 を判定する場合,瞬 間的な反応能力よりは,思 考

力 と感性を総動員してじっくりと問題を解 く能力を見ることに主眼が置

かれているはずである。しかし一般の高卒レベルの受験生にとっては許

容された総時間内に全問に解答をするのが困難と思われるほど多量の問

題を課している短大がかな り多い。以下に試験時間と解答すべ き問題の

短 大 試験時間 問題総数 長文の語数と通読時間 1問平均時間

A 120分 89 約1000語(約20分) 1.12分

B 60 38 約800(約15分) 1.18

C 60 44 約550(約10分) 1.14

D 60 44 約550(約10分) 1.14

E 100 63 約1600(約30分) 1.11

F 80 74 約750(約15分) o.s7

G 120 65 約1400(約30分) 1.38

H 60 36 約750(約15分) 1.25

1 80 35 約800(約15分) 1.86

J 90 86 約950(約20分) 0.81

文教 90 54 約650(約10分) 1.48
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総 数 と長 文 問題 の 総 語 数,長 文 通読 に要 す る と思 われ る時 間 を差 し引 い

て1問 当 た りに配 当 で きる であ ろ う時 間 を表 に ま とめ て み た 。

Gと1で は 自由 英作 文 問題 が 出題 され て い る ので,そ れ に少 な くと も

20分 く らい は時 間 を要 す る と思 わ れ るの で,実 質 は1問 当 た りGは1.09

分,1は1.32分 程 度 で あ ろ う。全 問 ひ とわ た り解 答 を書 き終 え た と して

も,少 な く と も1回 は見 直 しが 必要 で あ ろ う。 そ の ため の 時 間 を差 し引

くと,1問 あた り1分 未 満 とい う こ とに な り,と て も思 考 力 と感 性 が 十

分発 揮 さ れ る とは考 え られ ない 。

(3)高 校 で の 学 習 内容 を超 えて い る 。

普 通,高 校 で扱 う英 文 は現代 の標 準 的 な英 語 で 書 か れ た もので あ っ て,

非 文 法 的 な文 や俗 語 的表 現 は含 まれ て い な い。 ま た英 米 の作 家 につ い て

学 ぶ 機 会 も少 な い 。 しか る に,Gで はWilliamSaroyan作TheHuman

Comedyの 中のYouGoYour-Way,1'llGoMineか ら原文 の まま 出題 して お

り,次 の よ うな 文 を含 ん で い る。

…ImakeitformyJuanitowhenhecomehome
,

…WhatthehellcanIdo?…

ま たFはShakespeare,Hemingwayな どの 人 名 とそ の 説 明 文 と を結 合

させ る問 題 を出 して お り,説 明文 の意 味 が 理 解 で きた と して も,そ れ ら

の人 物 につ い て の知 識 が な けれ ば正 解 が 得 られ ない 。 そ の よ うな知 識 は

高 校 英 語 が 扱 う範 囲外 の こ とが らで あ る。

出題分野 と形式に片寄 りがある。

(1)音 声面の英語力の判定が不十分。

中学 ・高校 と一貫 して4技 能(読 む ・書 く・聞 く・話す)を 調和を保

ちつつ段階的に伸ばすという英語教育の本来のあ り方に従って指導がな

されて来たのだから,受 験生の英語力の判定は以上の4技 能すべてにわ

たって行なわれるべ きである。しか し現実は技術的に公平さが保ち難い
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との表 向 きの 理 由 で音 声 面 の英 語 力 判 定 が ほ とん ど行 わ れて い ない 。対

象 校10校 中 ヒ ア リ ング ・テ ス トを実 施 して い る の はE・G・Jの3校 に

過 ぎな い。 全 国 主 要 短 大英 文 科41校 で も,ヒ ア リ ング ・テ ス トを実 施 し

て い るの は約%の14校 の み で あ る。 音 響 機 器 の技 術 が発 達 した現 在,す

べ て の英 文 科 の 入 試 に音声 面 の テ ス トを導 入 す べ き時 に至 っ て い る と考

え られ る。

(2)英 文 読 解 と文 法 ・語 法 の テ ス トに片 寄 りす ぎ,英 語 に よる表 現 力

を試 す 問 題 が少 な い。

対 象 校10校 中,自 由英 作 文 を出 題 して い る の はGと1だ け で あ り,日

本 文 をす べ て 英訳 させ る問 題 を出 して い る の はEとCだ けで あ る。他 は

書 き出 しを指 定 した り,英 訳 文 中 の空 所 補 充 形 式 や整 序 形 式 で あ って,

文 法 力 テ ス トの延 長 とみ な され るべ きで あ ろ う。 現 在 は発 信 型 の 英 語力

が よ り強 く求 め られ て い る。 した が って 入試 に お い て も,枝 葉 末 節 に と

らわ れ な い豊 か な表現 力 を指 向 す る よ うな 問題 を もっ と多 く出題 す べ き

で あ ろ う。

(3)出 題 の 中 身 に問 題 が あ る ものが あ る。

あ る1つ の 問 い に対 す る正 解 は1つ に限 るの が 原則 で あ る 。特 に客 観

テ ス トに於 て は そ うで あ る。 とこ ろが 次 の よ うな 問 い に対 して正 解 が1

つ に限 る と言 え る で あ ろ うか 。

①Bの 整 序 作 文 で はbetweenyouandmeだ け を 正 解 と して い るが,

口語 で はbetweenyouandIと も言 うので は なか ろ うか 。

②Fの ア クセ ン ト問 題 で,他 動 詞protestの ア ク セ ン トの 位 置 をpro-

testの み と して い るが,pr6testも 特 に ア メ リ カで は存 在 す る の で は な

い か。

③Gの 誤 訳 訂 正 問題 でFromchildhoodPicassoshowedastornginterest

topaintthatremainedwithhimthroughouthislife.で1か 所 訂 正 す る と

す れ ば受 験 生 は まずtopaintをinpaintingと 変 え るで あ ろ う。 とこ ろが
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Fromchildhoodと い う副 詞句 か ら判 断 してshowedを 「継 続 」 を表 す形

hadbeenshowingに 変 え な け れ ば な らな い と も考 え るで あ ろ う。 そ うす

る と2か 所 訂 正 が必 要 とな り困惑 して しま う。

(4)長 文 を出題 した理 由が 薄 弱 。

300語 以 上 もの長 文 を通 読 させ るに も拘 らず,設 問 が 長 文 全 体 の大 意

把 握 よ りは,細 か な文 法,語 法,語 彙,発 音 の 断 片 的知 識 を文脈 とは ほ

とん ど無 関係 な形 で試 す ものが か な り多 い。 例 え ばAの 長 文 問題 の設 問

中 に お け る ア クセ ン ト問題,整 序 問題,Hの 長 文 中 の語 句 の 意 味 の選 択

な どは長 文 を読 み通 さな くて も正 解 で きる。 また 下 線部 訳 も この よ うな

傾 向 の も の が 多 い。 例 え ばCの 田 の 中 の …Marriagetodayisideally

seenaspartnershipinwhichhusbandandwifeshareeachother'sin-

terestsandworries,… やDの 田 の 中の …Onewhoconstantlychangeshis

placeofemploymentwillnotgrowrich… な どは こ の部 分 だ け見 て 訳 せ

ば事 足 りる。

(5)対 話 文 ・会 話 文 の 出題 が 少 な い。

現 代 ほ ど英 語 に よる オ ー ラル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 能力 が 求 め られ

て い る時 代 はな い で あ ろ う。 と ころが 入 試 に関 して は この よ うな時 代 を

反 映 して い ない よ うで あ る。 つ ま り会 話 能 力 を試 す 問題 が あ ま り出題 さ

れ て い な い。対 象 校10校 中 この分 野 の 出 題 を して い る の は1だ けで あ る。

全 国主 要 短 大 英文 科41校 中で もわ ず か14校 に過 ぎな い。 出題 に際 して は

旧弊 を排 し,新 しい時 代 の 要 請 に応 ず る もの で な くて は な る まい。

皿.ま とめと提案

問題点を要約すると次の通 りとなろう。

1.語 彙が難 しすぎる。

2.問 題量が時間に比 して多すぎる。

3.英 語以外の知識を試していることがある。
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4.音 声面の力 を試すことが少ない。

5.英 文読解力,文 法や語法の知識のテス トに片寄 り過ぎ,英 語によ

る表現力を試す問題が少ない。

6.長 文問題の設問の内で必ず しも全文やコンテクス トの理解に立脚

しなくて も解けるものがかなり含まれていて,長 文を読ませる意味が稀

薄となっているものがある。

7.複 数の答えが可能であったり,問 題の指示がわか りにくいものが

ある。

8.会 話表現の力を試す問題が少ない。

以上 となろう。

入試制度そのものに改善すべ き余地の多い現在,こ れがベス トだとの

共通理解が得られる改善策は未だ存在 していない。しか し,だからと言っ

て受験生を苦 しめている今の入試のあ り方を放置 してはなるまい。それ

ゆえ,緊 急に行うべき実現可能な入試問題作成上の改善点として次の2

点を提案 したい。

1.使 用語彙を易しくする。

全英連 「新高校基本英単語活用集」や学習指導要領,高 校用検定教科

書等で必ず難易度を確認 し,難 しそうだと判断されれば注をつけるか,

より易 しい単語に書き変える。

2.4技 能すべてにわたって適切な量の出題をする。特に音声面のテ

ス ト,表 現力テス トを増やし,読 解力 ・文法力テス トを減らす。特に音

声面の力をテープ等を用いて大幅に取 り入れる。以上の2点 はさっそ く

来年度の入試からでも実行可能 と思われる。要は改善の意志があるか否

かということに帰着するであろう。

(1989年1月)
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